
尾道市立長江中学校

改善計画

7月 1月

主体性・協働性を
育む探究的な学習
の推進

〇学習内容の確実な定着及
び活用
・知的好奇心を喚起する授
業実践
・新たな価値観を見いだせ
る授業づくり

・各教員，「探究」「各教科」
において，年1回以上の研究授
業，１単元以上の単元開発の実
施

・小中連携教育の意義について
理解し，積極的に各小学校の研
究授業に参加

・小中の接続を意識し，９年間
を見通した総合的な学習の時間
の単元開発

①生徒アンケートの「授業では解
決しようとする課題について，
『なぜだろう』，『やってみた
い』と思います。」旨の問いに肯
定的に回答している生徒の割合
（昨年度80％）

②各小学校（３校）の研究授業に
参加する教員の割合

③９年間を見通した総合的な学習
の時間の授業公開（今年度３年
目）

①８５％

②100％

③1１月に公
開

①
81.5%

② －

③ －

①
９６%

② －

③ －

① C

② －

③ －

①生徒アンケートの「授業では解決し
ようとする課題について，『なぜだろ
う』，『やってみたい』と思いま
す。」旨の問いに肯定的に回答してい
る生徒の割合81.5%であった。昨年度
80%であったので，各教科での工夫が
生徒の意欲向上につながってきてい
る。

②長江小学校の研究授業には出張等で
の欠席を除き，参加することができ
た。研究協議にも率先して参加するこ
とができた。本校の指導にも活かして
いく。また，ブロック研修会も２回実
施することができた。

③1学期は2学期に行われるPBLの授業
研や公開研に向けて，各学年とも計画
的に進めることができた。3年間の研
究の集大成となるように，取り組んで
きた成果を披露していく。

3

①生徒が主体性をもっていろいろなこ
とに取り組んでいることが窺えた。小
中連携も良いと思う。様々なことに
チャレンジしてもらいたい。

①目標の85%に向け，学校全体で研
究をさらに進めていく。研究授業だ
けでなく，日々の授業の中で，探究
的・主体的な実践ができるように，
単元末のパフォーマンス課題を設定
するなど，教材研究を行っていく。

②校区内で小中連携を推進するため
に，一学期は研究主任の連携を大切
にした。ベクトルをそろえ，一貫し
た実践ができるよう心がけてきた。
それを継続して取り組んでいく。

③授業公開に向けて，県指導主事を
招聘して研修を実施する。各学年の
昨年度の取組をふまえて，今年度は
ブラッシュアップできるようにす
る。

人間力を高める教
育実践

○「学びの風土づくり」三
原則の徹底と深化による
「長江プライド」の醸成と
自己肯定感の向上

・生徒が主体的に企画する活動
（挨拶運動や地域貢献活動等）
への支援

・生徒の主体的な活動に対する
教師による肯定的評価の実施

①生徒アンケートの「自ら進んで
挨拶をしている」旨の問いに肯定
的に回答している生徒の割合（昨
年度9０％）

②教師アンケートの「自分は，生
徒が自ら進んで挨拶をするよう，
指導している」旨の問いに肯定的
に回答している教師の割合（昨年
度100％）

③生徒アンケートの「自分には良
いところがある」旨の問いに肯定
的に回答している生徒の割合
（昨年度7７％）

④生徒アンケートの「自分のよさ
は，まわりの人から認められてい
ると思う」旨の問いに肯定的に回
答している生徒の割合
（昨年度8８％）

①
90％

②
100％

③
80％

④
85％

①
86.3％

②
100％

③
76.5％

④
82.6％

①
９６％

②
100％

③
９６％

④
 ９７％

① Ｂ

② Ａ

③ Ｂ

④ Ｂ

①生徒アンケートの「自ら進んで挨拶をして
いる」旨の問いに肯定的に回答している生徒
の割合86.3％であった。（昨年度9０％）ま
た，「地域の方に会ったら，自分からあいさ
つをしている」では74.9％であった。日々の
授業や行事等で，自分の役割を責任を持って
やりきらせる経験を積ませることで自信を持
たせ，受け身ではなく自分から進んであいさ
つや行動ができるようにする。
②教員アンケートの「自分は，生徒が自ら進
んで挨拶をするよう，指導している」旨の問
いに肯定的に回答している教員の割合は
100％（昨年度100%）であったが，実際に
教員が「生徒が自ら進んで挨拶をしている」
と感じる割合は，生徒の20％である。生徒の
評価と解離がある。
③生徒アンケートの「自分には良いところが
ある」旨の問いに肯定的に回答している生徒
の割合は76.5％であった。（昨年度7７％）
④生徒アンケートの「自分のよさは，まわり
の人から認められていると思う」旨の問いに
肯定的に回答している生徒の割合は82.6％で
あった。（昨年度8８％）生徒が自ら「考
え、判断し，行動する」ような「自己決定の
場」を様々な教育活動の中で仕組んでいき，
自己認識を深めさせる。
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①②
○挨拶の評価方法を，教員と生徒間で
協議し，共通認識をもってほしい。
○挨拶を強制するのではなく，なぜ，
どういう効果があるのかについて議論
して行動した方がよい。

③④
○生徒間でよい意味で刺激を受け合
い，勉強や部活など，向上させてほし
い。
○いろいろなタイプの生徒がいる。い
ろいろなこだわりを尊重し合える校風
にしてほしい。

①②アンケート結果から，生徒と教
員の間で，「主体的」の捉えが違う
ように思える。委員会を中心とし
て，「自ら進んでする挨拶」につい
て議論する機会を設けていく。

③④
○地域的に，教育熱心な保護者が多
く，学業や高校受験において，親か
らのプレッシャーに弱い生徒が多く
見られる。レジリエンスを高められ
るような取組も実践していきたい。
○生徒の自己肯定感の向上につい
て，目標値は上回っていないが，８
割の生徒が肯定的評価をしている点
は評価できる。教育活動全般におい
て，生徒間でお互いよい刺激を受
け，自他共に向上していける人間関
係を築けるよう，よりよい学級経営
に注力していく。

職員が笑顔で
生徒の前に立てる
職場環境

〇働き方改革の推進（業務
改善への志向を含む）

・主任・主事を中心とし，校内
及び分掌・学年間で協働するこ
とで，円滑な業務推進を図る。

「学校における働き方改革アン
ケート」の項目『日々の業務の中
で充実感を得られている』の問い
に肯定的に回答している職員の割
合（昨年度６４．７％）

８0％以上 約70％ 約８８％ C

　今回のアンケート結果から，目標の
８０％には届いていなかった。しか
し，各自が時間外勤務の目標値を設定
し，昨年度より削減しようと努めてい
る雰囲気が見られる。お互いに声かけ
ができているのは，良い点である。 3

○先生方が授業準備など生徒との関わ
りをより多くもつためにも，事務作業
や報告事項など，一中学校では対応し
にくいことを，ぜひ教育委員会単位や
文部科学省で組織的に行ってほしい。
行政がモデル校を作り，推奨していく
のも一案といえる。教員志望者がこれ
以上減らないように対策をしてほし
い。
○校内で，スリム化できる業務を推進
していってほしい。

　日々の業務の中で充実感を得られ
るための改善策を，校内研修等を利
用して意見交換する。具体的には，
個人で自己を振り返り改善点を考え
る，その後グループで意見交流す
る。最終的に校内で，個々と分掌等
学校全体の業務のスリム化を図るた
めにどうすればよいか具体策を協議
する。

　

令和５年度　学校評価表

学校教育目標 　　凛とした「元気・感動・温もり」のある生徒の育成

a 　ミッション       学びを探究し，未来を“そうぞう”する生徒の育成 a 　ビジョン

職員が笑顔で生徒の前に立てる学校 ○生徒が安心して学べ，確実に力を付けることができる学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ○保護者や地域からも信頼され，任せてもらえる学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ○教職員がやりがいと喜びをもち，笑顔で取り組める学校

評価計画 自己評価 学校関係者評価

b 中期経営目標 c 短期経営目標 d 目標達成のための方策 e 評価指標
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　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適
正でない。　ハ：わからない。

i

評

価
j 結果と課題の説明

k 二次評価

l コメント

様式1


